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Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
の
皆
様
に
は
日
頃
か
ら

大
変
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま

た
先
般
城
南
地
区
で
発
生
し
た
事
件
で

亡
く
な
ら
れ
た
方
に
対
し
心
よ
り
お
悔

や
み
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
二
十
六
年
度
の
県
高
Ｐ
連
の
新

し
い
体
制
が
整
い
ま
し
た
。
新
た
な
メ

ン
バ
ー
に
新
風
を
頂
き
な
が
ら
今
、
高

Ｐ
連
に
求
め
ら
れ
る
も
の
は
何
か
を
考

え
な
が
ら
熊
本
県
の
高
校
生
の
た
め
に

活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

県
高
Ｐ
連
に
は
四
つ
の
委
員
会
が
あ

り
ま
す
。
総
務
委
員
会
で
は
、
昨
年
地

区
割
り
の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。
結

論
は
現
状
維
持
で
し
た
が
今
後
、
各
地

区
の
意
見
を
集
約
し
な
が
ら
臨
機
応
変

に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。
今
後
の
課
題

は
会
費
の
見
直
し
で
す
。
こ
こ
数
年
、

毎
年
約
千
人
ほ
ど
の
会
員
が
減
少
し
て

い
ま
す
。
会
費
収
入
が
減
少
す
る
中
、

事
業
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
が
、
三
年

後
の
九
州
大
会
開
催
を
考
え
る
と
値
上

げ
を
検
討
す
べ
き
時
期
で
あ
り
ま
す
。

　

進
路
対
策
委
員
会
で
は
、
グ
ロ
ー
バ

ル
化
に
伴
い
、
今
求
め
ら
れ
る
人
材
と

は
何
か
を
中
心
に
考
え
て
い
き
ま
す
。

就
職
に
関
し
て
は
県
内
の
企
業
に
対
し

て
高
校
生
の
就
職
支
援
、
特
に
正
規
雇

用
の
促
進
を
お
願
い
し
て
い
き
ま
す
。

進
学
に
関
し
て
は
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
情

報
提
供
で
す
。
ま
た
全
国
高
Ｐ
連
に
対

し
て
は
就
職
後
の
追
跡
調
査
を
お
願
い

し
、
私
た
ち
が
何
を
す
べ
き
か
を
探
っ

て
い
き
た
い
。

　

健
全
育
成
委
員
会
で
は
、
年
々
増
加

し
て
い
る
自
転
車
事
故
防
止
対
策
、
そ

し
て
日
々
進
化
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

対
策
（
ス
マ
ホ
、
携
帯
、
ゲ
ー
ム
機
、

パ
ソ
コ
ン
等
）
や
い
じ
め
対
策
、
ま
た

危
険
ド
ラ
ッ
ク
を
含
む
薬
物
乱
用
防
止

に
つ
い
て
の
取
組
を
行
い
ま
す
。
何
も

な
く
て
当
た
り
前
、
何
か
が
起
こ
っ
て

か
ら
で
は
遅
い
。
熊
本
県
教
育
委
員
会

や
そ
の
他
の
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
活

動
し
て
い
き
ま
す
。
活
動
状
況
に
つ
い

て
公
開
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

広
報
委
員
会
で
は
、
年
二
回
の
広
報

紙
発
行
と
Ｈ
Ｐ
へ
の
掲
載
内
容
の
検
討

を
行
い
ま
す
。
高
Ｐ
連
が
活
動
し
て
い

る
内
容
を
速
や
か
に
情
報
発
信
し
、
各

単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
へ
情
報
展
開
し
て
い
き
ま

す
。

　

さ
ら
に
私
は
全
国
高
Ｐ
連
へ
の
橋
渡

し
役
と
し
て
熊
本
県
の
意
見
を
伝
え
て

い
き
ま
す
。
皆
さ
ん
の
代
表
と
し
て
子

ど
も
た
ち
の
た
め
に
邁
進
い
た
し
ま
す

の
で
、
遠
慮
な
く
意
見
や
ア
ド
バ
イ

ス
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
様
に
は
、
各
高
校
の

日
々
の
教
育
活
動
に
お
い
て
、
多
大
な

る
御
支
援
・
御
協
力
を
賜
っ
て
お
り
ま

す
。
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

各
高
校
で
は
、
特
色
あ
る
学
校
づ
く

り
に
向
け
て
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
様
と
の
連

携
の
も
と
、
日
々
努
力
を
重
ね
て
い
ま

す
が
、
生
徒
数
の
減
少
等
に
伴
い
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
活
動
で
の
運
営
面
や
資
金
面
等
で

苦
労
し
て
い
る
学
校
が
増
え
て
い
ま

す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
各
高
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ

活
動
を
総
括
的
に
支
え
る
県
公
立
高
等

学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
（
県
高
Ｐ
連
）
は
、

田
上
会
長
様
を
中
心
に
、
総
務
・
調
査

広
報
・
健
全
育
成
・
進
路
対
策
の
四
委

員
会
を
設
置
さ
れ
、
各
種
研
修
会
の
開

催
や
各
地
区
ご
と
の
活
動
の
ま
と
め
役

と
し
て
、
幅
広
い
活
動
を
展
開
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

さ
て
、
今
日
、
情
報
化
社
会
・
グ
ロ
ー

バ
ル
社
会
等
に
象
徴
さ
れ
る
社
会
の
急

激
な
変
化
の
中
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
情
報
機
器

は
日
進
月
歩
の
勢
い
で
発
達
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
に
伴
い
、
生
徒
の
皆
さ
ん
が

受
け
取
る
情
報
量
は
急
激
に
増
加
し
て

い
ま
す
が
、
逆
に
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が

見
え
に
く
く
な
っ
て
き
て
い
る
の
が
現

状
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
の
よ
う
な
社
会
の
趨す
う
せ
い勢
の
中
で

は
、
生
徒
の
皆
さ
ん
の
教
育
に
関
し
て

は
、
学
校
教
育
、
家
庭
教
育
、
社
会
教

育
そ
れ
ぞ
れ
が
「
連
携
と
共
有
」
を
図

り
、
有
機
的
に
繋
が
り
合
い
な
が
ら
進

ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
つ

ま
り
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
・
行
政
・

企
業
な
ど
の
真
の
連
携
が
重

要
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
色
々
な
事
案
が
、

単
独
校
だ
け
の
問
題
で
は
な

く
、
全
県
的
な
問
題
に
発
展

し
て
い
く
可
能
性
が
高
ま
る

中
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
と
し
て

の
働
き
か
け
が
重
要
に
な
っ

て
き
て
い
る
と
考
え
ま
す
。

　

県
内
の
あ
る
市
で
は
、
小
・

中
学
校
の
保
護
者
で
作
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡

協
議
会
で
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
使
用

ル
ー
ル
を
定
め
、
地
域
全
体
で
子
ど
も

た
ち
を
守
る
活
動
が
生
ま
れ
て
き
て
い

ま
す
。

　

現
在
、
各
高
校
の
教
育
活
動
に
お
い

て
、
生
徒
会
活
動
が
と
て
も
重
要
に

な
っ
て
き
て
い
る
よ
う
に
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活

動
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
県

高
Ｐ
連
の
組
織
的
活
動
を
各
高
校
や
各

地
域
の
活
動
に
広
げ
て
い
く
運
動
が
望

ま
れ
ま
す
。

　

県
高
Ｐ
連
の
活
動
は
と
て
も
活
発
か

つ
積
極
的
で
、
各
高
校
に
は
様
々
な
ご

提
言
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
校
長
会

と
し
ま
し
て
も
、
県
高
Ｐ
連
だ
け
で
な

く
、
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
な
ど
の
他
の
Ｐ

Ｔ
Ａ
連
合
会
な
ど
と
の
情
報
交
換
も
密

に
し
て
、
生
徒
の
健
全
育
成
や
進
路
保

障
等
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。御
支
援
・

御
協
力
の
ほ
ど
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
各
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の

更
な
る
充
実
と
県
高
Ｐ
連
の
ま
す
ま
す

の
御
発
展
を
祈
念
し
、
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

平
成
二
十
六
年
度
の
熊
本
県
公
立
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合

会
会
長
と
、
同
じ
く
熊
本
県
公
立
高
等
学
校
長
会
会
長
に

な
ら
れ
ま
し
た
お
二
人
の
ご
挨
拶
で
す
。

平
成
二
十
六
年
度
の
熊
本
県
公
立
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合

会
会
長
と
、
同
じ
く
熊
本
県
公
立
高
等
学
校
長
会
会
長
に

な
ら
れ
ま
し
た
お
二
人
の
ご
挨
拶
で
す
。

今
、
高
Ｐ
連
に
求
め

ら
れ
る
も
の
は

学
校
・
家
庭
・
社
会

の
連
携
と
共
有
を

熊本県公立高等学校ＰＴＡ連合会会長熊本県公立高等学校ＰＴＡ連合会会長
熊本県立御船高等学校育友会会長熊本県立御船高等学校育友会会長

田上　忍田上　忍

熊本県公立高等学校長会　会長熊本県公立高等学校長会　会長
熊本県立第二高等学校長　校長熊本県立第二高等学校長　校長

宮﨑　昭次宮﨑　昭次

　

平
成
二
十
六

年
度
の
定
期
総

会
が
、
六
月
五

日
（
木
）
に
熊

本
交
通
セ
ン

タ
ー
ホ
テ
ル
で
、

各
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
長
、
校
長
な
ど
が
出
席
し
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
、
本
会
の
活
動
に
功
績

の
あ
っ
た
十
九
名
に
表
彰
状
と
記
念
品

が
、
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
と
し
て
ご
尽
力

い
た
だ
い
た
三
十
名
に
感
謝
状
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。

　

来
賓
祝
辞
で
は
、
熊
本
県
教
育
庁
教

育
総
務
局
長
吉
田
勝
也
様
、
熊
本
県
公

立
高
等
学
校
長
会
会
長
宮
﨑
昭
次
様
よ

り
祝
辞
と
激
励
の
お
こ
と
ば
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

議
案
と
し
て
、二
十
五
年
度
の
事
業
・

会
務
報
告
、
決
算
・
監
査
報
告
、
そ

し
て
二
十
六
年
度
役
員
改
選
、
事
業
計

画
、
予
算
案
な
ど
に
つ
い
て
の
提
案
が

あ
り
、
す
べ
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
な

お
、
新
役
員
に
つ
い
て
は
別
記
名
簿
の

と
お
り
で
す
。

ス
ロ
ー
ガ
ン

『
叶
え
よ
う
夢
へ
の
実
現
』

　

重
点
事
項

①
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
・
研
修
会
・
大
会
へ
の

協
働
と
参
画
に
よ
る
子
育
て
教
育
へ

の
自
己
啓
発

②
命
を
大
切
に
す
る
心
の
教
育

③
家
庭
で
の
教
育
の
向
上
と
健
全
育
成

の
推
進

④
学
校
・
家
庭
・

地
域
・
行
政
の

連
携
に
よ
る
進

学
・
就
職
支
援

等
の
進
路
対
策

の
充
実

⑤
迅
速
な
情
報
の

発
信
と
共
有
、

安
定
し
た
Ｐ
Ｔ

Ａ
活
動
の
た
め

の
広
報
活
動

⑥
賠
償
責
任
補

償
制
度
、
生

徒
総
合
保
障

制
度
、
一
般

財
団
法
人
熊

本
県
Ｐ
Ｔ
Ａ

教
育
振
興
財

団
へ
の
理
解

と
事
故
防
止

運
動

■
九
州
大
会
表
彰

【
団
体
表
彰
】

　

熊
本
県
立
大
津
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　

熊
本
県
立
熊
本
商
業
高
等
学
校
育
友
会

　

熊
本
県
立
鹿
本
商
工
高
等
学
校
育
友
会

【
個
人
表
彰
】

　

熊
本
県
立
河
浦
高
等
学
校
育
友
会

　
　

会
長　

大
橋　

正
幸

　

熊
本
県
立
甲
佐
高
等
学
校
育
友
会

　
　

前
会
長　

廣
畑　

昌
信

　

熊
本
県
立
菊
池
農
業
高
等
学
校
育
友
会

　
　

前
会
長　

岡
田　

優
子

■
全
国
大
会
表
彰

【
団
体
表
彰
】

　

熊
本
県
立
球
磨
商
業
高
等
学
校
育
友
会

　

熊
本
県
立
天
草
高
等
学
校
育
友
会

【
個
人
表
彰
】

　

熊
本
県
立
南
稜
高
等
学
校
育
友
会

　
　

前
会
長　

田
中　

修
一

　

熊
本
県
立
松
橋
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　
　

前
会
長　

松
本　

雄
治

■
優
良
Ｐ
Ｔ
Ａ
文
部
科
学
大
臣
表
彰

　

熊
本
県
立
鹿
本
商
工
高
等
学
校
育
友
会

　

熊
本
県
立
甲
佐
高
等
学
校
育
友
会

　

平
成
二
十
六
年
度

定
期
総
会
報
告

平成26年度
熊本県公立高等学校ＰＴＡ連合会役員紹介

役 職 氏　　名 所属高 地 区 委員会
顧　問 宮﨑　昭次 第　　二 中　央
顧　問 松村　美賢 御　　船 中　央
顧　問 生島　敬史 北　　稜 城　北 健全育成
顧　問 赤城　陽一 松　　橋 中　央 調査広報
顧　問 白柿　耕一 芦　　北 城　南 総　　務
顧　問 赤星　隆弘 上 天 草 天　草 進路対策
顧　問 波佐間英樹 前県高Ｐ連会長
会　長 田上　　忍 御　　船 中　央
副会長 安原　　勇 北　　稜 城　北 健全育成
副会長 宮崎　　保 松　　橋 中　央 調査広報
副会長 大園　啓二 芦　　北 城　南 総　　務
副会長 山口　英雄 上 天 草 天　草 進路対策
理　事 小森田雄一 玉名工業 城　北 総　　務
理　事 岡本　雄治 菊　　池 城　北 健全育成
理　事 池松　正章 鹿本農業 城　北 調査広報
理　事 渡辺　京子 菊　　池 城　北 健全育成
理　事 渡邊　直喜 熊 本 北 中　央 調査広報
理　事 松村　　晋 熊 本 西 中　央 調査広報
理　事 森　　美香 熊本商業 中　央 進路対策
理　事 藤院　幸寿 千 原 台 中　央 総　　務
理　事 山形　継司 甲　　佐 中　央 総　　務
理　事 藤井　栄治 阿蘇中央 中　央 健全育成
理　事 川部　幸博 八代高・中 城　南 総　　務
理　事 福枝　清二 八代工業 城　南 進路対策
理　事 畑野　泰人 八代農業 城　南 調査広報
理　事 中山佳寿美 多 良 木 城　南 健全育成
理　事 富﨑ますみ 天　　草 天　草 進路対策
理　事 草積　芳実 苓　　明 天　草 総　　務
監　事 西田　　学 荒　　尾 城　北 進路対策
監　事 鹿瀬島正剛 熊　　本 中　央 調査広報
監　事 猪原　　清 球磨工業 城　南 進路対策
監　事 鶴戸　継啓 天草倉岳校 天　草 健全育成

事務局長 田中　和幸
事務局職員 德永麻由子

お知らせ
平成26年度　地区別指導者研究大会
地　区 幹　事　校 期　　日 会　　　場
中央地区 東稜高等学校 11月 15日（土） グランメッセ熊本
城北地区 玉名工業高等学校 10月 19日（日） 玉名工業高等学校体育館
城南地区 八代農業高等学校 10月 26日（日） 八代農業高等学校体育館
天草地区 苓洋高等学校 11月  9 日（日） 苓洋高等学校体育館
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西日本教育医療専門学校  で検索

第58回　九州地区高等学校ＰＴＡ連合会大会

「第二分科会の発表を終えて」
熊本県立翔陽高等学校育友会　会長　小川　雄二

　6月 20 日（金）、翔陽高校の育友会の取り組みを発表す
る機会をいただきました。
　1000人入る鹿児島市民文化ホールの会場は2階席までほ
ぼ満席。九州のＰＴＡ関係者の熱意を感じました。
　熊本県の高校からも多くの方がお見えになっており、顔
なじみの先生や保護者の方々が笑顔で見守っていただいた
お陰で、県外にも関わらず安心して話すことができました。

この場をお借りしてお礼申し上げます。本当にありがとう
御座いました。
　発表は「キャリアサポート委員会と学校との連携」をテー
マに「こどもは親の言葉より、行動を見ている」という題
目で、過去の育友会活動の改革と継承、昨年度に先生方と
連携して取り組んだ次の内容を説明しました。
・過去、一人一役で保護者が学校活動に参加する体制を構築。
・一昨年、生活委員からキャリアサポートへの組織改革。
・そして昨年、中身の充実に着手
　　1．保護者による５Ｓ活動で、親の背中を見せる。
　　2．保護者の上級学校訪問でこどもの相談役に。
　　3．地元企業による講話・面接指導。
　発表が終わりホールを後にすると、多くの方にお声掛け
いただきました。「面白かったです」「楽しかったです」「共
感しました」「感動しました」「泣きそうになりました」「す
ばらしかったです」「もっと詳しく聞かせてください」。我々
の取り組みが、間違いでは無かった証と思えるコメントも
ありました。
　いただいた暖かいお言葉を励みに、こどもたちの最強の
応援団「育友会」となれるよう、会員の皆様と共に継続的
な改善に努めてまいります。

交通事故防止対策講演会 報告 進路対策講演会 報告

健
全
育
成
委
員
会
委
員
長　
　

　

安
原　
　

勇

　

本
年
度
、
高
校
生
の
交
通
事

故
防
止
研
修
会
に
お
い
て
は
、

県
警
本
部
交
通
部
よ
り
谷
﨑
英

樹
警
部
を
講
師
に
お
招
き
し
、「
交
通
事
故
の
現
状
と
自

転
車
の
安
全
利
用
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
ご
講
演
を

頂
き
ま
し
た
。

　

県
内
に
お
い
て
、
交
通
事
故
は
減
少
傾
向
に
あ
る
も

の
の
高
校
生
を
巻
き
込
む
交
通
事
故
は
後
を
絶
ち
ま
せ

ん
。
特
に
自
転
車
事
故
に
お
い
て
は
、
自
転
車
に
乗
る

際
の
マ
ナ
ー
や
ル
ー
ル
違
反
。
特
に
無
灯
火
、
傘
差
し
、

携
帯
・
ス
マ
ホ
操
作
運
転
な
ど
の
違
反
が
多
く
、
交
通

事
故
に
対
す
る
注
意
意
識
が
足
り
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
は
「
交
通
事
故
防
止
」
だ
け
で

な
く
「
社
会
全
体
の
規
範
意
識
の
向
上
」
に
つ
な
が
る

と
い
う
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

進
路
対
策
委
員
会
委
員
長　
　

　

山
口　

英
雄

　

進
路
対
策
委
員
会
で
は
九
州

産
業
交
通
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

（
株
）
代
表
取
締
役
社
長
矢
田
素

史
様
を
お
招
き
し
「
企
業
が
求
め
る
人
材
と
そ
の
育
て

方
」
と
題
し
、
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
最
近
デ
ー

タ
で
は
求
人
倍
率
・
就
職
率
と
も
に
熊
本
県
に
お
い
て

は
上
昇
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
。
三
年
以
内
の
離
職
率

は
高
卒
は
減
少
傾
向
、
大
卒
は
上
昇
傾
向
に
あ
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
減
少
傾
向
に
あ
る
と
は
い
え
、
五
人
に

二
人
が
三
年
以
内
に
離
職
し
て
い
る
と
い
う
の
が
現
状

で
す
。「
何
の
為
に
仕
事
を
す
る
の
か
」「
実
現
し
た
い

も
の
は
何
か
」
を
し
っ
か
り
考
え
る
と
と
も
に
、
就
職

し
た
ら
三
年
間
は
が
む
し
ゃ
ら
に
が
ん
ば
る
こ
と
、
自

分
の
仕
事
に
興
味
を
持
ち
好
き
に
な
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。
と
い
う
こ
と
で
す
。
企
業
が
求
め
る
第
一
項
目

は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
で
す
。
そ
の
基
本
の
あ

い
さ
つ
、
返
事
、
聞
く
力
を
家
庭
や
学
校
で
し
っ
か
り

身
に
つ
け
さ
せ
る
よ
う
指
導
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

感
じ
ま
し
た
。

松橋高等学校
　松高には、県下では珍しいゆるキャ
ラが、存在します。
　その名は、『まつぴん』です。ただいま
活躍中です。よろしくぴん！

熊本北高等学校
　わが校には、2013 年モトクロス全国大会で優勝した男
子生徒がいます。彼は３歳でモトクロスを始め、2014 年
国際Ｂ級クラスにデビューを果たしました。夢は、バイ
クのエンジン開発に携わることだそうです。

熊本西高等学校
　熊本西高等学校は、今年40周年～1974年（昭和49年）
創立
　熊本市内の高等学校の中では、若手の部類ですが、校訓
である「清・明・和」を基本理念とし、全校生徒が一丸となっ
て文武に励み、新たな未来、新たな世界へ羽ばたこうと
しています。
　皆さんの更なるご支援をよろしくお願いします。
○ 10月 30日（木）～創立 40周年記念行事
○ 10月 31日（金）、11月 1日（土）～創立記念祭

湧心館高等学校
　本校の育友会は今年、背中に“心”の字をプリントし
たポロシャツを作成。役員及び一般会員の希望者が諸行
事や部活動の応援で着用し、新しく作った横断幕や旗を
かかげ、まさしく心を一つにして活動しています。

球磨商業高等学校
　生徒が、くま川鉄道の観光列車「田園シンフォニー」を
利用したツアーを企画して販売したところ、完売して参
加者からも大変好評でした。その取り組みを熊本県生徒
商業研究発表大会で発表し、見事優勝を果たしました。

熊本農業高等学校
　わが校には学科ごとに畑があり、生徒達が当番で世話を
します。秋には収穫感謝祭を行い各科で穫れた作物など
を奉納します。そしてその作物を調理して皆で食べます。
生徒達のはじける笑顔があふれる感謝祭です。

天草工業高等学校
　本校にはクラスマッチ種目の一つに『フィッシング』が
あります。海に面した学校ならではの種目で、生徒も先
生も楽しんでいます。また、運転技術やマナーの向上を
目指す為に原付クラスマッチも行っています。

芦北高等学校
　27 年ぶりに我校に「男子新体操部」が復活しました。
初心からのスタート、先生
の熱い指導、和を目指す生
徒達の想い、厳しく辛い練
習の末ついに叶ったので
す。新体操選手権大会優
勝！これからも和と絆を
胸に素晴らしい仲間と頑張
れ！感動ありがとう。

地
域
な
ら
で
は
の
情
報

熊本農業高等学校
　川尻には大慈禅寺、川尻神宮、川尻米蔵跡、薩軍本営跡、
くまもと工芸会館等があり、歴史と伝統が息づく町です。
散策にGoodです。

芦北高等学校
　葦北鉄砲隊 10周年記念で「全国火縄銃サミット」が開
催されます。鉄砲の迫力を間近で体感でき、芦北も満喫
できます。どうぞおいでください。

球磨商業高等学校
　錦町には「ツクシイバラ」というバラの野生種があり、
町花になっています。初夏の１ヶ月間だけ咲かせます。

熊本北高等学校
　立田山の北麓「立田山憩いの森」には、天然記念物であ
るヤエクナシをはじめ、多くの植物が自生しており、楽
しく観賞できます。

阿蘇中央高等学校
　農業食品科による「阿
蘇あか牛オリジナル料
理」試食会がありました。
生徒の手による『おいし
い阿蘇』が完成しました。

荒尾玉名地区高等学校ＰＴＡ連絡協議会…荒尾・玉名・北稜・玉名工業・南関・荒尾支援・玉名女子・有明・専修大学玉名
　荒尾・玉名地域のＰＴＡの連携を密にし、生徒の健全育成を図る事を目的にして、必要な活動を推進する。
四校会…菊池・菊池農業・大津・翔陽
　育友会、ＰＴＡ活動についての情報・意見交換を通し、相互の懇親を深める。（１年に１～２回）
東西南北の会…熊本商業・熊本工業・熊本西・熊本北・東稜・熊本農業
　情報交換及び各回テーマを持ってミニ会合等。
七校会…御船・甲佐・矢部・宇土・松橋・小川工業
　七校会（上益城・宇城地区高等学校ＰＴＡ連絡会）は、現在、矢部、御船、甲佐、宇土、松橋、小川工業の６校で構
成されており、平成23年度に統廃合になった蘇陽を忘れないためにと、現在も七校会と称しています。

小地区連絡会（他校ＰＴＡとの交流会）

熊本県農業関係高校連合会 …熊本農業・阿蘇中央・北稜・苓明・河浦・翔陽・菊池農業・鹿本農業・
　　　　　　　　　　　　 　八代農業・八代農業泉分校・矢部・南稜・芦北（順不同）
　県下農業関係高校で組織されている通称「農Ｐ連」は年３回の研修会等の情報交換を行っています。農業高校ならでは
の課題を共有し解決する有意義な研修となっています。今年度は事務局が熊本農業で、11月に南稜、２月に北稜において、
研修会を開催する予定です。



Kumamoto Prefectural High School PTA NEWSPAPER vol.36Kumamoto Prefectural High School PTA NEWSPAPER vol.36 67

SCHOOL INTRODUCTIONSCHOOL INTRODUCTION

　

九
州
三
番
め
の
政
令
指
定
都
市
と

し
て
、
そ
の
確
か
な
存
在
感
に
、
将

来
の
州
都
が
期
待
さ
れ
る
熊
本
市
。

か
ね
て
よ
り
「
文
教
の
府
」
と
し
て
、

全
国
に
そ
の
名
を
知
ら
れ
た
こ
の
地

に
、
明
治
四
十
四
年
「
熊
本
市
立
実

科
高
等
女
学
校
」
が
設
立
さ
れ
ま
し

た
。
時
代
の
移
り
変
わ
り
と
共
に
、

幾
多
の
変
遷
を
重
ね
、〝
熊
本
市
立

高
等
学
校
〞
と
し
て
長
く
親
し
ま
れ

て
き
ま
し
た
。
平
成
十
三
年
、
現
在

の
「
必
由
館
」
に
校
名
改
称
さ
れ
（
こ

の
名
前
が
な
ん
さ
ま
武
者
ん
よ
か
な

〜
）、
本
年
創
立
百
三
年
を
迎
え
ま

す
。
こ
の
確
か
な
歩
み
と
と
も
に
、

卒
業
生
は
実
業
界
を
初
め
、
各
芸
術
、

ス
ポ
ー
ツ
界
な
ど
、
そ
の
活
躍
は
め

ざ
ま
し
く
、
今
後
も
益
々
期
待
が
高

ま
る
所
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
多
方
面

に
活
躍
の
場
が
広
が
る
の
も
、
普
通

科
に
加
え
、
芸
術
コ
ー
ス
（
美
術
・

音
楽
・
書
道
）、
服
飾
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
、
国
際
コ
ー
ス
の
三
つ
が
併
設
さ

れ
、
生
徒
の
多
様
な
個
性
と
、
豊
か

な
感
性
に
対
応
で
き
る
環
境
が
整
っ

て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
恵
ま
れ
た
環
境
の
中
、
生
徒

は
校
訓「
至
誠
、進
取
、和
敬
」を
日
々

実
践
。
自
己
練
磨
に
よ
り
、
正
し
い

判
断
力
と
実
行
力
を
身
に
つ
け
、
気

品
と
節
度
あ
る
態
度
を
養
成
。
又
、

あ
ら
ゆ
る
面
に
お
い
て
、
主
体
性
を

伴
う
こ
と
で
、
学
習
態
度
や
規
範
意

識
の
向
上
へ
と
つ
な
が
り
を
み
せ
て

お
り
ま
す
。

　

そ
う
い
う
中
、
本
年
四
月
六
日

（
日
）、
東
京
で
開
催
さ
れ
た
「
全
日

本
き
も
の
装
い
コ
ン
テ
ス
ト
世
界
大

会
」
の
〝
学
校
対
抗
の
部
〞
に
お
い

て
、
見
事
優
勝
の
快
挙
を
達
成
。
国

内
ば
か
り
か
海
外
に
ま
で
「
必
由
館
」

の
名
が
知
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
こ
こ
に
ま
た
一
つ
、
歴
史
に
新

た
な
一
ペ
ー
ジ
を
彩
る
こ
と
と
な

り
、〈
輝
く
個
性
と
伝
統　

未
来
を

拓
く　

必
由
館
高
校
〉
を
見
た
気
が

し
ま
す
。
世
は
ま
さ
に
グ
ロ
ー
バ
ル

社
会
。
画
一
性
よ
り
も
個
人
の
特
性

や
能
力
が
活
か
さ
れ
る
時
代
で
す
。

生
徒
達
に
は
様
々
な
経
験
や
交
流
を

通
し
て
、
総
合
的
な
人
間
力
を
高
め

て
ほ
し
い
と
願
う
ば
か
り
で
す
。
そ

の
為
の
環
境
作
り
が
「
必
由
会
」
の

役
割
な
ら
、
そ
こ
に
参
加
す
る
全
保

護
者
が
心
か
ら
楽
し
む
こ
と
が
、
生

徒
の
未
来
へ
、
良
い
影
響
を
与
え
る

こ
と
と
信
じ
て
、
こ
れ
か
ら
も
真
摯

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

創
立
以
来
四
十
三
年
の
歴
史
に
幕

を
閉
じ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の

間
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
は
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
出
場
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
は
県
大
会

上
位
入
賞
、
西
校
太
鼓
は
総
文
祭
で

入
賞
、
そ
し
て
、
ウ
ェ
イ
ト
リ
フ

テ
ィ
ン
グ
部
は
本
年
度
ま
で
十
九
年

連
続
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
を
成
し
遂

げ
て
、
本
年
度
八
名
の
三
年
生
が
卒

業
す
る
と
閉
校
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
今
ま
で
地
域
と
共
に
歩
ん
で
き

た
高
校
が
無
く
な
る
こ
と
は
非
常
に

寂
し
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

私
た
ち
育
友
会
活
動
は
、
現
在
生
徒

数
の
減
少
と
共
に
多
く
の
事
業
は
出

来
な
く
な
り
ま
し
た
が
子
供
た
ち
の

学
校
生
活
環
境
を
重
点
と
し
て
、
保

護
者
全
員
が
役
員
と
し
て
毎
月
（
夏

休
み
期
間
の
八
月
は
除
く
）
定
例
役

員
会
の
実
施
、
校
内
の
除
草
作
業
の

実
施
や
文
化
祭
や
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大

会
で
の
協
力
な
ど
の
活
動
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
は
、
同
窓
会
や
西

校
で
教
壇
に
立
た
れ
た
先
生
方
と
一

緒
に
高
校
総
体
の
開
会
式
に
応
援
で

参
加
し
、
子
供
た
ち
が
奨
励
賞
を
受

賞
し
た
こ
と
に
感
動
を
覚
え
た
の
は

記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
、

こ
れ
ま
で
卒
業
し
た
同
窓
生
の
皆
さ

ん
や
関
係
者
の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
、

最
後
の
卒
業
生
に
な
る
八
名
の
子
供

た
ち
で
地
域
の
活
性
化
に
少
し
で
も

な
ん
ら
か
の
形
で
貢
献
で
き
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
天
草

西
校
を
見
守
っ
て
下
さ
り
ま
し
た
皆

様
本
当
に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

熊本市立必由館高等学校熊本県立天草高等学校天草西校
校訓：至誠をもって己を持す　進取をもって事に当たる　和敬をもって人に接す校訓：正大　剛健　寛厚

校長　城長　眞治体育大会種目（メイポールダンス）体育大会（応援団）

体育大会（応援団）

体育大会（人文字）

全日本きもの装いコンテスト世界大会

全日本きもの装いコンテスト世界大会

体育大会（組体操）

校長　前田三千治 必由会会長　松岡　利春育友会会長　林田　伸也閉校に向けて看板遠足（荒尾岳全生徒、職員）

　高校総体入場行進

高校総体同窓会合同応援

書道部（トンネル名盤）

ウェイトリフティング部 バドミントン部

除草作業

ソフトテニス部

スキューバダイビング実習
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編
集
後
記

県
高
Ｐ
連
新
聞　

第
36
号
（
平
成
26
年
９
月
15
日
）　

発
行　

熊
本
県
公
立
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会　

熊
本
市
中
央
区
水
道
町
14
―
21　

熊
本
県
婦
人
会
館
３
Ｆ　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
９
６
―
３
２
６
―
３
９
３
２　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
６
―
３
２
６
―
５
５
２
７

　

早
起
き
は
三
文
の
徳

　
「
徳
」
は
「
得
」
と
も
言
う
。
朝

早
く
起
き
れ
ば
、
健
康
に
も
よ
く

仕
事
も
早
く
片
付
き
何
か
に
つ
け

て
良
い
事
が
、
あ
る
と
言
う
、
例

え
で
す
。
私
も
早
起
き
に
心
掛
け

て
い
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

　

さ
て
、
調
査
広
報
委
員
会
も
、

今
回
の
第
三
十
六
号
を
発
行
さ
せ

て
頂
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
各
地
区
か
ら
選
出
さ
れ
た

委
員
七
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
県
高
Ｐ
連
新
聞
を

通
じ
て
何
か
を
お
伝
え
出
来
た
ら

幸
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

調
査
広
報
委
員
長　

宮
崎　
　

保

○
調
査
広
報
委
員
長

　

松
橋
高
等
学
校

　
　

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長　

宮
崎　
　

保

○
調
査
広
報
委
員

　

鹿
本
農
業
高
等
学
校　

　
　

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長　

池
松　

正
章

　

熊
本
北
高
等
学
校

　
　

育
友
会
会
長　

渡
邊　

直
喜

　

熊
本
西
高
等
学
校

　
　

育
西
会
会
長　

松
村　
　

晋

　

八
代
農
業
高
等
学
校

　
　

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長　

畑
野　

泰
人

　

熊
本
高
等
学
校　

　
　

育
友
会
会
長　

鹿
瀬
島
正
剛

○
顧
問

　

松
橋
高
等
学
校

　
　

校
長　
　
　
　

赤
城　

陽
一

熊本県ＰＴＡ共済のご案内（熊本県ＰＴＡ教育振興財団）
　熊本県下のＰＴＡ活動中の事故や活動への参加に関連して発生した急性の病気に対して、被災者の方に共済金が給付される
制度です。熊本県の児童生徒の皆さん、ＰＴＡ会員の皆さん（保護者、教職員）が対象となっています。児童生徒・部活動指
導の教職員等のＰ災コース、ＰＴＡ保護者会員の安互コースがあります。

たとえば・・・：　学校で転んで歯が折れた。登校中に交通事故にあった。ＰＴＡバザーの準備中に包丁で手を切った。学級
対抗ミニバレー大会でアキレス腱を切った。運動会の片づけ中にテントでけがを
した。夏休みプール開放に参加した帰り道でけがをした。などなど・・・
平成25年度のご加入は・・・：
Ｐ災コースは熊本県下の小中学生の99％、安互コースは小中学校保護者の97％
のご加入をいただきました。死亡共済金はＰ災コースで最高3000万円、安互コー
スで最高500万円です。
共済事業はご加入の皆さんの掛金ですべて賄われています。安全にＰＴＡ活動を
実施し、事故には適切に対応できるよう熊本県ＰＴＡ共済をお役立てください。

掛金は・・・：　Ｐ災コースは年額1名 500円（高校生・
高専生は 800 円）、安互コースは年額 1家庭 150 円
となっています。各ＰＴＡで共済契約、加入手続き、
給付請求などをしていただきます。

部活動に関連した活動にも対応できます
小体連・中体連・高体連の主催ではない試合への参加、
練習試合、部の合宿や親子交流会など、学校管理下と
ならない部の活動も、あらかじめ、ＰＴＡ会長の承認
を受けた活動と認められていれば、同じ学校・ＰＴＡ
に所属する児童生徒、指導の教職員、支援の保護者の
活動参加者は、共済の対象になります。

学校管理下の事故にも対応します
ＰＴＡ活動中だけでなく、児童生徒の皆さんが学校管
理下（登下校中含む）にある時に、事故によって死亡
あるいは後遺障害の残るような大きな負傷をした場
合、交通事故に対して共済金が給付されます。保護者
の皆さんが学校行事に参加中の事故にも対応します。
（入学式、運動会、授業参観など）

共済期間は・・・：　学校などの年度に対応する 1年
間（4月 1日から翌年3月 31日まで）になりますが、
年度の途中に加入することもできます。

平成25年度　共済金給付の内訳　（単位：円）

小学生
11,144,000

中学生
19,860,000

高校・高専
15,569,000

指導者他
1,887,000

保護者
10,447,000

2014年度熊本県公立高等学校PTA連合会
『生徒総合保障制度』(こども総合保険、自転車総合保険）中途加入のご案内

③
④
⑤
⑥

①

1 保険金額のご案内

3 お問い合わせ先

職種級別Ａ
団体割引15％適用

②

保険金額

補償されません

補償されません

補償されません

１年生用　加入プラン

随時ご加入できます

Ａタイプ
スタンダードプラン エコノミープラン

Ｂタイプ
自転車重点補償プラン

Ｃタイプ

自
転
車
事
故
に
よ
る

　
　
　
ケ
ガ
の
補
償

死亡保険金額
後遺障害保険金額
（障害の程度によって）
入院保険金日額
（180日限度）
通院保険金日額
（90日限度）

死亡保険金額
後遺障害保険金額
（障害の程度によって）
入院保険金日額
（180日限度）
通院保険金日額
（90日限度）

自
転
車
事
故
に
限
ら
ず

24
時
間
急
激
か
つ
偶
然
な

事
故
に
よ
る
ケ
ガ
の
補
償

育英費用（一時金）
細菌性食中毒等補償
熱中症危険補償
特定感染症補償

２７０万円
 上記死亡保険金額の４％～１００％

４，０００円
２，０００円

１３６．２万円 ２５１．４万円 １２５．５万円
 上記死亡保険金額の４％～１００％

２，０００円
１，０００円
１４０万円 ２６１万円

上記②の内容で補償します
上記②のうち後遺障害・
入院・通院を補償します

※ 手術保険金のお支払い額は、入院保険金日額の10倍（入院中の手術）または5倍（入院中以外の手術）
　  となります。傷の処置等お支払いの対象外の手術があります。

作成年月　2014年8月　14-T-04602

【問い合わせ先】制度の内容・加入手続き・住所変更・転校等のお問い合わせ等
（幹事代理店）株式会社東海日動パートナーズ九州　熊本支店 ： ＴＥＬ ０９６－３７２－５００５（平日9：00～17：00）
（幹事引受保険会社）東京海上日動火災保険株式会社　熊本支店熊本支社 ： ＴＥＬ 096-372-6295（平日9：00～17：00）

このチラシは2014年度熊本県公立高等学校ＰＴＡ連合会の「生徒総合保障制度」（こども総合保険、自転車総合保険）の概要についてご紹介
したものです。ご加入にあたっては、必ず「重要事項説明」をよくお読み下さい。ご不明な点がある場合には、代理店までお問い合わせ下さい。

2 こんな場合に保険金をお支払いします
自動車事故補償

お子様が、日本国内で次の事故によりケガ
をされた場合に保険金をお支払いします。
●自転車に搭乗している間の急激かつ偶然な外来の事故
●運転中の自転車との衝突・接触による事故

① 熱中症危険補償
熱中症（日射または熱射による身体の障害）
になった場合、②障害事故補償における保険
金をお支払いします。

⑤

特定感染症補償
お子様が特定感染症（Ｏ－157による腸管出血
性大腸菌感染症等）を保険期間開始日からその
日を含めて10日経過後の保険期間中に発病し
たとき、②障害事故補償のうち、後遺障害、入院、
通院を補償します。（Ａタイプのみ）

⑥

賠償責任
熊本県公立高等学校ＰＴＡ連合会が、毎年一括して全高Ｐ連
賠償責任補償制度に加入しており、熊本県公立高等学校の
生徒の方には、以下の個人賠償責任補償が付いています。

※詳しくは、熊本県公立高校ＰＴＡ連合会または
　東京海上日動火災保険㈱にご連絡下さい。

１億円限度（１事故あたり）
保険金・治療費実費、慰謝料等
合計して対人・対物合算限度額

（例）自転車を運転中、誤って
　他人と衝突、ケガをさせ、
　法律上の賠償責任を負った。

◆

障害事故補償
学校内・通学途中の事故はもとより、日本国外
を問わず、急激かつ偶然な外来の事故により
ケガをされた場合に保険金をお支払いします。

②

育英費用補償
あらかじめ指定された「被保険者（補償の対象と
なる方）の扶養者」が急激かつ偶然な外来の事故
で死亡されたり、重度後遺障害を被った場合に、
保険金額の全額を一時にお支払いします。

③

細菌性食中毒補償
摂取したものにより発生した細菌性食中毒および
ウイルス性食中毒に対し、②障害事故補償におけ
る保険金をお支払いします。

④

※1.左記の保険金額タイプは2014年4月入学の１年生プランです。２年生・３年生のプランは、下記お問い
　合わせ先までご連絡ください。
※2.詳細な補償内容は「熊本県公立高等学校ＰＴＡ連合会『生徒総合保障制度』のご案内」パンフレットを
　ご用意しておりますので、下記お問い合わせ先までご連絡下さい。

～特別企画！決定！～　－クイズに答えてプレゼントをゲットしよう－
　Ｍｙナンバープレートキーホルダーを抽選で３名様にプレゼント致します。
問題（クイズ）　県高P連新聞第36号で、第58回九州地区高等学校PTA連合会大会（鹿児島大会）で
　　　　　　　  熊本県代表として発表された高等学校名をお答えください。
　ハガキに、①クイズの答え②広報誌の感想をお書きになり③所属高等学校名④住所・氏名・マイ

カーのナンバープレートを書いて、熊本県公立高等学校PTA連合会事務局まで。（感想は、次回の広報
誌に活用させて頂きます。また今回の頂いた情報は、本件以外には使用いたしません）
送 り 先　〒860-0844　熊本市中央区水道町14-21熊本県婦人会館3F
応募締切　平成26年10月31日当日消印有効　　当選者は37号で発表


